
議 会 だ よ り
P. 2～3
P. 4～17
P.18～19
P.20
P.21

令和元年第2回定例会議案審議
町政を問う　一般質問
意見書・附帯決議
委員会の窓
地域のつながり

目次

No.106
令和元年 8 月 1 日 町の花

「ひまわり」

広
陵
町

小学生議場見学の様子



広陵町議会だより　106 号

2

広陵町税条例の一部を改正する条
例の専決処分
地方税法等の一部を改正する法律に伴う
改正
・ふるさと納税に対する返戻品の限度
・所得税住宅ローン控除の延長など

広陵町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の専決処分　
地方税法等の一部を改正する法律に伴う
改正
・賦課限度額を６１万円に引き上げ
・５割軽減基準を２８万円に、２割軽減基

準を５１万円に改める

公用車物損事故による損害賠償額の
決定に係る専決処分
本町５割の過失割合464,200円を加入保
険により補填

消防団車両物損事故による損害賠償
額の決定に係る専決処分
本町１０割の過失割合114,869円を加入
保険により補填

平成３０年に発生した台風２１号被
害に関する損害賠償額の決定に係る
専決処分
相手方の損害額の５割39,950円を本町が
負担

平成３０年度広陵町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）の専決処分
国民健康保険事業費納付金各項間の財源振
替補正

平成３０年度広陵町一般会計繰越明
許費繰越計算書
翌年度執行を許可された１５事業にかかる
繰越額計算書

平成３０年度広陵町墓地事業特別会
計繰越明許費繰越計算書
翌年度執行を許可された石塚霊園調整池整
備事業繰越額計算書

第１号
 

第２号

第３号  

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第33号

第34号

第35号

第36号

第37号

第38号

第39号

第40号

特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例改正
教育支援委員会の委員報酬
医師及び福祉関係者 日額8,000円
その他 日額5,000円

広陵町税条例等の一部改正
地方税法等の一部を改正する法律に伴う改正
・単身児童扶養者を個人町民税の非課税措

置対象に追加
・軽自動車税の環境性能割を非課税とする

臨時的軽減及び税率軽減など

災害弔慰金の支給等に関する条例
改正
保証人を立てる場合・・・無利子
保証人を立てない場合の
　　　　据置期間中・・・無利子
　　　　据置期間経過後1.5％

広陵町介護保険条例改正
消費税引き上げによる増収分を財源とした低
所得者に対する軽減措置の強化

広陵町廃棄物の処理及び再利用に
関する条例改正
今後の消費税改正時に対応できるよう条文を改正

令和元年度広陵町一般会計補正予算
（第１号）
箸尾準工業地域工場用地造成事業に係る測量
設計・鑑定等委託料8,500万円を追加など 

（３頁参照）

令和元年度広陵町介護保険特別会
計補正予算（第１号）
現年度分低所得者保険料軽減額を繰入金で補填 
1,135万円

指定管理者の指定
広陵町ふるさと会館グリーンパレス及びはし
お元気村を指定管理者に管理を行わせる

（指定管理者となる団体）
広陵いきいきプロジェクト

（３頁参照）

令和元年6月定例会提出議案 20件
（報告案件８件、条例改正５件、補正予算２件、指定管理者案件1件、議員提出議案４件）

　　報告 　　議案

  議員提出議案 第８号～第11号 （18・19頁別掲）
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議案第３７号　広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することについて

議案第４０号　指定管理者の指定について

議案第３８号　令和元年度広陵町一般会計補正予算（第１号）

議員提出議案第８号　議案第４０号「指定管理者の指定について」に対する附帯決議について

議　　　案
濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷
　
禎
一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

　議案第 ３７号 ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
　議案第 ３８号 ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
　議案第 ４０号 ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決
　議員提出議案第 ８号 ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

令和元年６月定例会 議案採決状況一覧（○賛成 ×反対）
※賛否が分かれた議題のみを載せております。

議
長
は
、
採
決
に
は

加
わ
り
ま
せ
ん
。

反対 消費税アップそのものであり、反対。

賛成
手数料への消費税額の加算は、本町では、し尿の収集、運搬及び処分を民間事業者に委託し
ているためであり、し尿の収集等に係る業務の維持及び利用される住民が支払う手数料の額
が明確になる。

反対
・公的責任をないがしろにし、営利企業（国際ライフパートナー㈱＆近鉄ビルサービス㈱）に町民

財産の運用を委ねる問題の多い提案だ。選定委員会でも問題点がいくつも指摘されている。
・住民サービスの低下が予想される、すでに導入している自治体では業者が頻繁に変わり、利用

料が自治体に入らなくなるなど問題が出ている。

賛成
今後多くの公共施設等が老朽化による更新時期を迎える中、公的負担の抑制に資する、指定
管理者制度は良好な公共サービスの実現・新たなビジネス機会の創出も期待できると考えら
れる。

反対
・この議案には容認できるものと容認できないものが含まれている。8,500万円の調査費支出に

根拠がない。
・町の計画は甘すぎる。企業が魅力ある土地として来るとは思えない。35億円もの借金をして開

発するのは反対。もっと住民の意見を聞いて進めるべきだ。

賛成
・箸尾準工業地域工場用地造成事業は、企業誘致による経済波及効果も含め、町の税収の増大、

雇用機会の確保などより良い効果をもたらし、町の活性化につながるものである。土地開発公
社設立により、事業収支バランスにおいても赤字を出さないとする方針の下での今回の土地評
価測量設計、建物補償鑑定等委託料の補正予算については賛成。

・本事業は収支０で、住民負担はない。他公共事業に財政面で影響を与えない。町で道路等
の公共施設だけ設置も考慮を条件に賛成。

反対
このままでは住民サービスが低下するのであえて附帯決議を提案されたのであろうが、指定
管理者制度はそのような制度ではない。委託とは明確に異なり、営利企業が町の代行として
登場し、会社の利益確保を前提にしか仕事をしない。利用料金もその会社の売り上げにする
というものだ。

賛成
・町は施設の設置者として、指定管理者による施設の管理運営状況を監視し、必要な改善を求め

る責務を有し、住民福祉の向上のためにモニタリングや評価、利用者へのヒアリング等の実施と、
民間ノウハウを庁内に蓄積し活用できる人材や体制づくりを確実に進めるために必要である。

・今後、民間の能力を活用する指定管理者制度は必要。町はその判断と総合的管理能力が問われる。
勉強してほしい。

［本議案採決前の町長発言］
　本議案の一部である箸尾準工開発事業において、当初は５億円の赤字を見込んで計画し調査費8,500
万円を予算に計上していたが、事業収支をプラスマイナスゼロとして計画変更する。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問
議長   奥

お く も と

本　隆
た か い ち

一

（町長以下理事者一同）

　
一
般
質
問
を
６
月
13
日
～
17
日
に
行
い
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に

わ
た
り
理
事
者
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状

況
及
び
将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
聞

き
、
あ
る
い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

　
広
陵
町
議
会
は
、
通
告
制
（
質
問
内
容
を

あ
ら
か
じ
め
議
長
に
提
出
す
る
。）
を
採
用

し
、一
議
員
、一
時
間
の
持
ち
時
間
が
あ
り
、

質
問
回
数
に
は
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
質
問
内
容
及
び
答
弁
内
容
に
つ
い

て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
掲
載
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
９
月
上
旬
に
町
役
場
及
び
町

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

広
陵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

※
答
弁
者
の「
理
事
者
」と
の
記
載
は
、町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
、
関
係
部
長
の
発
言
を
要

約
し
て
掲
載
す
る
場
合
に
用
い
て
い
ま
す
。

奈良県町村議会議長会副会長就任
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寺
戸
の
健
診
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
75
歳

以
上
の
集
団
健
診
を
実
施
し
て
い
な
い
の
は

議
会
答
弁
違
反
だ
。

　
　

土
地
所
有
者
が
土
地
区
画
整
理
組
合
を

結
成
し
、
益
が
出
て
も
損
が
出
て
も
組
合
で

精
算
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
企
業
誘
致

に
成
功
し
て
も
企
業
の
事
情
で
撤
退
す
る
話

は
よ
く
あ
る
。
こ
の
中
に
大
地
主
は
い
る
の

か
。
赤
字
が
解
決
で
き
な
い
場
合
に
、
誰
が

責
任
を
取
る
の
か
。
町
三
役
は
個
人
財
産
を

処
分
し
て
で
も
補
填
す
る
意
志
が
あ
る
の
か
。

投
票
所
統
合
に
よ
る

有
権
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て

75
歳
以
上
集
団
健
診

未
実
施
に
つ
い
て

箸
尾
地
区
準
工
業
地
帯
の

造
成
に
つ
い
て

　
　

萱
野
・
的
場
・
大
場
の
有
権
者
は
こ
れ

ま
で
広
陵
北
幼
稚
園
で
投
票
で
き
た
の
に
、

３
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
は
し
お

元
気
村
に
統
合
さ
れ
、
公
営
掲
示
板
も
14
ヶ

所
か
ら
７
ヶ
所
に
半
減
し
た
。
投
票
率
の
低

下
を
心
配
す
る
声
が
強
い
の
に
こ
れ
で
は
さ

ら
に
低
下
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
３
５
０

戸
の
萱
野
で
は
近
鉄
箸
尾
駅
前
１
ヶ
所
と
な

り
問
題
だ
。
法
令
違
反
を
し
な
け
れ
ば
何
を

し
て
も
よ
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
投
票
困

難
者
に
対
す
る
応
援
を
具
体
的
に
検
討
す
べ

き
だ
。

問
　

広
陵
北
幼
稚
園
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
選
管
で
も
３
案
を
検
討
し
、
該
当
大
字
区
長

に
説
明
し
た
が
、
今
回
の
事
態
を
選
管
で
よ
く
議

論
し
改
善
す
る
よ
う
に
求
め
た
い
。

　

三
恵
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
医
師
会
に
所

属
せ
ず
調
整
に
失

敗
し
た
こ
と
、
同

事
業
所
は
他
町
の

集
団
健
診
も
受
け

入
れ
枠
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
事
情

が
あ
る
が
、
集
団

健
診
の
要
望
は
あ

る
の
で
実
現
す
る

た
め
さ
ら
に
努
力

す
る
。

　

地
主
は
42
名
で
平
均
１
８
０
０
㎡
の
土
地
を
所

有
し
て
い
る
が
、
１
名
だ
け
こ
の
10
倍
の
土
地
を

所
有
し
て
お
り
、
全
体
面
積
の
30
％
に
及
ぶ
。
昭

和
60
年
に
も
開
発
計
画
を
立
案
し
た
が
前
に
進
ま

な
か
っ
た
の
で
今
回
赤
字
も
覚
悟
し
て
提
案
し

た
。
土
地
開
発
公
社
を
再
設
立
し
土
地
を
先
行
取

得
す
る
計
画
だ
が
、
未
だ
い
ず
れ
の
企
業
か
ら
も

エ
ン
ト
リ
ー
表
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
町
三
役

が
個
人
と
し
て
赤
字
補
填
す
る
気
持
ち
は
３
名
と

も
ま
っ
た
く
な
い
。

山
村
町
長

山
村
町
長

山
村
町
長

八
や つ お

尾　春
は る お

雄

問

問

▲スタッフは約100名で町内から5名採用している。
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広
陵
町
の
中
学
校
の
学
力
は
か
つ
て

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
５
年
間
で
急
落
の
現
状
に
あ
り
、
教

育
長
や
指
導
主
事
に
危
機
感
を
持
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
学
力
の
底
上
げ
は
で
き
な
い
。

広
陵
中
学
校
に
冷
水
機
も
再
設
置
し
、
環

境
も
整
え
て
い
く
。
東
小
学
校
で
ス
タ
ー

ト
し
た
放
課
後
塾
の
様
な
も
の
が
中
学
校

に
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。底
上
げ
対
策
は
。

問

　

誤
答
分
析
に
お
い
て
間
違
い
の
原
因
な
ど
の

課
題
を
把
握
し
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
。

基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た
「
し
っ
か
り
定
着
さ

せ
る
授
業
」
に
も
重
点
を
置
い
て
い
く
。
家
庭

学
習
の
充
実
や
放
課
後
塾
の
枠
の
拡
大
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

用
地
買
収
費
は
約
23
億
円
で
路
線
価
格
を
参

考
に
算
出
し
た
。
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
公
共

施
設
整
備
で
約
３
億
円
、
移
転
補
償
で
約
３
億

円
と
見
積
も
っ
た
。
実
質
的
に
は
収
支
均
衡
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
試
行
運
営
期
間
で
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
10
月
か

ら
本
格
運
営
を
開
始
す
る
。
今
日
で
は
ク
ラ
ウ

ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
り
、
都
会
で

働
い
て
い
る
の
と
変
わ
り
な
く
で
き
る
。
若
者

に
と
っ
て
も
、
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
た
い
。

　
　

町
内
の
若
者
は
ど
こ
に
職
を
求
め
て

い
る
か
と
な
る
と
、
都
会
の
方
が
チ
ャ
ン

ス
も
多
く
、
自
分
の
力
を
試
す
場
が
多
い

の
で
、
進
学
や
就
職
で
都
会
を
目
指
し
て

い
く
。
地
元
で
の
積
極
的
な
起
業
を
求
め

て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
い

る
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
若
者
の
力

を
借
り
た
い
の
で
、
拡
充
策
は
ど
う
か
。

問

中
学
校
の
学
力
の
底
上
げ

対
策
は
で
き
つ
つ
あ
る
か

若
者
起
業
用
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
策
は

箸
尾
準
工
業
地
区
開
発

赤
字
解
消
策
は
で
き
た
か

　
　

地
主
か
ら
町
が
土
地
を
購
入
し
企
業

に
分
譲
し
て
約
５
億
円
の
赤
字
が
出
る
計

画
で
あ
る
。
現
地
は
産
業
道
路
も
な
い
袋

地
な
の
で
、
工
場
用
地
に
は
適
せ
ず
、
地

主
に
は
大
幅
な
値
引
き
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。
地
元
要
望
だ
そ
う
だ
が
、
赤
字
を

町
民
に
被
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

町
長
の
考
え
は
。

問

坂
さ か ぐ ち

口　友
と も よ し

良

山
村
町
長

山
村
町
長

植
村
教
育
長
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①
今
ま
で
は
現
状
の
問
題
解
決
に
の
み
翻
弄
さ

れ
て
い
た
が
、
生
徒
指
導
に
積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
給
食
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
と
し
っ
か
り
協

議
し
て
い
く
。

①
利
用
は
少
な
い
が
当
面
適
切
に
利
用
。

②
総
合
管
理
計
画
に
よ
り
40
年
間
で
年
間
６
億

円
の
維
持
管
理
費
を
目
指
す
。
段
階
的
に
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
。

③
墓
地
区
画
の
集
約
を
考
え
、
長
期
的
に
考
え

る
。

○
箸
尾
準
工
の

　

開
発
は
よ
り
慎
重
に

そ
の
他
の

質
問
事
項

広陵町議会だより　106 号

　
　①

広
陵
中
学
校
の
学
習
環
境
改
善
（
学
力
向

上
な
ど
）に
む
け
て
次
項
を
提
案
。

　
・
登
校
時
校
門
で
立
哨
。

　
・
授
業
中
の
見
回
り
及
び
別
室
で
の
手
厚

　
い
補
完
授
業
。

　
・
一
定
基
準
を
超
え
た
校
則
違
反
は
厳
し

　
い
処
置
。

②
現
場
を
確
認
し
た
が
給
食
時
間
は
ま
だ
短

い
の
で
、
10
分
延
長
す
る
か
ワ
ゴ
ン
配
送

を
要
望
。

問 明
朗
・
剛
健
・
誠
実
へ

広
陵
中
学
校
再
建
へ

公
共
施
設
を
選
択
と
集
中

も
っ
と
有
効
活
用
を

将
来
を
見
据
え
た
道
路

歩
道
整
備
を

　
　①交

通
公
園
は
20
年
間
利
用
す
る
の
か
。

②
利
用
度
が
少
な
い
ミ
ニ
体
育
館
の
利
用
を

小
中
学
校
体
育
館
に
移
行
し
、
早
く
統
廃

合
す
れ
ば
20
年
間
の
維
持
管
理
費
が
軽
減

と
な
る
。

③
石
塚
霊
園
に
合
葬
墓
が
建
立
。
今
後
、
個

人
墓
の
返
納
が
予
測
さ
れ
る
。
返
納
地
を

集
約
し
休
憩
所
や
ペ
ッ
ト
の
合
葬
墓
な
ど

計
画
は
ど
う
か
。

問

　
　①

国
土
交
通
省
・
内
閣
府
が
推
進
す
る
「
無
電

柱
化
」
に
沿
っ
た
道
路
整
備
を
し
て
は
。

②
近
鉄
五
位
堂
駅
か
ら
馬
見
丘
陵
公
園
ま
で
電

線
を
埋
設
し
、
歩
道
・
自
転
車
道
を
拡
幅
し

て
徒
歩
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
観
光
客
を

誘
導
。
後
、
広
陵
の
古
墳
群
や
神
社
仏
閣
な

ど
の
「
広
陵
史
跡
め
ぐ
り
」
な
ど
に
拡
大
し

観
光
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
は
。

問

谷
た に

　禎
よ し か ず

一

①
無
電
柱
化
の
検
討
を
し
て
い
く
。
ま
た
歩
道
空
間

確
保
へ
植
樹
帯
撤
去
も
考
え
る
。

②
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
安
全
確
保
、
良
好
な
景
観
保
全
な
ど
歩

道
、自
転
車
道
を
含
め
た
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

理
事
者

理
事
者

理
事
者
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広陵町議会だより　106 号

　
　①

大
和
川
流
域
の
地
形
的
・
地
質
的
な
特
徴
に

よ
る
、
流
下
能
力
不
足
や
保
水
能
力
の
低
下

等
に
対
す
る
流
域
対
策
と
し
て
、
本
町
割
り

当
て
の
目
標
貯
留
量
３
４
，
３
０
０
㎥
の
整

備
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

②
保
水
・
遊
水
機
能
の
保
全
と
土
地
利
用
と
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。

問

　
　

伝
統
や
文
化
、
そ
し
て
一
人
の
人
間

は
、
長
き
世
代
を
渡
り
引
き
継
が
れ
今
の

姿
が
あ
る
。
誇
れ
る
伝
統
や
文
化
等
を
正

し
く
学
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
良
さ
や
価
値
を

自
覚
し
、
継
承
・
発
展
へ
の
人
々
の
働
き

を
知
る
と
と
も
に
、
自
分
の
個
性
や
特
徴

を
知
り
、
他
者
を
思
い
や
る
心
に
繋
が
る
。

　

そ
れ
ら
の
教
育
に
積
極
的
、
具
体
的
な

取
り
組
み
、
日
常
的
に
ふ
れ
る
環
境
作
り

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

問

　
　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
教
育
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

相
互
の
連
携
と
協
力
が
大
切
で
あ
り
、
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
の
活
動
を

充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
や
教
員
と
地
域

住
民
等
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要
で
は

な
い
か
。

問

本
町
に
お
け
る
総
合
治
水

対
策
事
業
に
つ
い
て

伝
統
や
文
化
等
に
関
す
る

教
育
の
推
進
に
つ
い
て

学
校・家
庭・地
域
の
連
携・

協
働
体
制
の
あ
り
方

吉
よ し

村
む ら

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

理
事
者

①
現
時
点
の
達
成
率
は
約
30
％
。
本
年
度
着
工

予
定
の
古
寺
川
調
整
池
約
３
万
㎥
等
の
完
成

に
よ
り
達
成
す
る
。
今
後
、
内
水
対
策
事
業

と
し
て
馬
見
川
、
古
寺
川
、
広
瀬
川
に
貯
留

施
設
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の

事
業
費
獲
得
、
県
に
よ
る
施
工
実
施
を
要
望

し
て
い
る
。

②
開
発
に
よ
る
調
整
池
の
設
置
基
準
が
一
千
㎡

以
上
と
な
り
、
小
規
模
開
発
で
も
雨
水
調
整

池
が
確
保
で
き
る
。
ま
た
市
街
化
編
入
抑
制

区
域
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
低
地
部
の
遊
水

機
能
を
持
つ
農
地
な
ど
を
保
全
す
る
。

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長

　

教
科
指
導
が
中
心
と
な
る
な
か
、
学
校
行
事
、

総
合
的
な
学
習
、
校
外
学
習
等
を
通
し
て
伝
統

や
文
化
を
自
ら
経
験
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ

る
。
豊
か
な
心
の
育
成
に
は
、
非
認
知
能
力
の

育
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
伝
統
や

文
化
等
に
対
す
る
学
習
を
進
め
る
。

　

学
校
を
内
側
か
ら
見
る
こ
と
で
学
校
へ
の
理

解
が
得
ら
れ
、
ま
た
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
学
校
に
入
り
、
先
生
方
や
子
ど
も
達
と
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
が
必
要
。
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西
小
学
校
区
に
お
け
る

認
定
こ
ど
も
園
整
備
予
定
は

広陵町議会だより　106 号

　
　

西
幼
稚
園
及
び
西
第
二
幼
稚
園
は
、

開
園
か
ら
50
年
近
く
な
り
、
耐
震
面
で
の

心
配
や
老
朽
化
が
進
む
な
か
で
、
数
年
前

に
２
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
国
の
制
度
が
変
わ
り
、
就
学
前
の

子
ど
も
を
一
つ
の
施
設
で
、
教
育
・
保
育

を
一
体
的
に
提
供
す
る
機
能
を
も
っ
た
「
認

定
こ
ど
も
園
」
が
始
ま
り
、
昨
年
４
月
に

広
陵
北
か
ぐ
や
こ
ど
も
園
が
開
園
さ
れ
た
。

　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
広
陵
町

幼
保
一
体
化
総
合
計
画
で
は
、
西
校
区
幼

稚
園
２
園
を
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
令

和
３
年
４
月
に
開
園
へ
移
行
す
る
計
画
で

あ
る
。
西
校
区
で
は
子
ど
も
が
増
え
続
け

て
お
り
、
保
育
園
施
設
、
小
学
校
（
増
築

計
画
中
）、
放
課
後
こ
ど
も
育
成
教
室
な
ど

待
機
の
子
ど
も
が
出
始
め
て
い
る
。
今
後

の
整
備
計
画
を
尋
ね
る
。

問

堀
ほ り か わ

川　季
と し の ぶ

延

　

西
幼
稚
園
及
び
西
第
二
幼
稚
園
の
統
廃
合
で

の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
広
陵
町
幼
保
一
体
化
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
令
和
３
年
開
園
予
定
で
事
業
を
進
め
て

き
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
本
年
度
に
は
設
計
業

務
に
と
り
か
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
だ
が
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
、
整
理
に
時

間
を
費
や
し
計
画
に
遅
れ
が
で
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。　
　
　

　

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
案
と
し

て
申
し
上
げ
て
い
た
現
在
の
西
第
二
幼
稚
園
と

隣
接
す
る
地
域
を
一
体
的
に
整
備
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

　

当
該
地
で
必
要
面
積
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
隣
接
す
る
た
め
池
を
含
め
、
平
尾
公
民
館

の
移
設
も
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
元

平
尾
区
及
び
住
民
の
方
々
の
賛
同
を
得
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、
土
地
の
確
保
と
並
行
し
て
広
陵
北

か
ぐ
や
こ
ど
も
園
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
西
小
学
校
区
の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
現

山
村
町
長

状
も
加
味
し
、
園
舎
の
規
模
、
公
営
か
民
営
か

と
い
う
よ
う
な
経
営
主
体
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
な
ど
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し
、
研
究
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

広陵町議会だより　106 号

　
　①

町
内
の
主
要
幹
線
交
差
点
内
の
植
込
み
の

撤
去
、そ
の
後
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
（
４

コ
ー
ナ
ー
共
）。
植
込
み
が
高
く
伸
び
見

通
し
が
悪
い
。

②
広
陵
消
防
署
よ
り
西
へ
信
号
機
の
あ
る
交

差
点
を
左
折
時
の
見
通
し
の
改
善
。
隣
接

す
る
馬
見
南
１
丁
目
地
内
に
ミ
ニ
緑
地
が

あ
り
樹
木
も
大
き
く
な
り
、
歩
行
者
へ
の

見
通
し
が
悪
い
。
樹
木
撤
去
を
要
望
。

③
真
美
ヶ
丘
中
学
校
北
側
町
道
西
へ
信
号
機

の
あ
る
交
差
点
付
近
の
路
面
標
示
、
横
断

歩
道
標
示
が
見
に
く
い
。
町
内
で
も
同
じ

よ
う
な
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
早
急
に
点

検
願
い
た
い
。

　
　

広
陵
町
は
、
こ
の
事
業
に
35
億
円
投

入
。
し
か
し
、
分
譲
価
格
を
坪
12
万
円
～
15

万
円
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
、
完
売
し
て

も
５
億
円
の
赤
字
が
出
る
と
し
て
い
る
。
私

は
、
収
支
を
「
ゼ
ロ
」
に
す
る
の
が
基
本
と

考
え
る
。
総
分
譲
計
画
面
積
が
２
１
，
８
７

０
坪
あ
り
、
14
・
３
万
円
～
17
・
３
万
円
で

価
格
を
設
定
す
れ
ば
、
計
算
上
住
民
負
担
の

５
億
円
は
な
く
な
る
。
周
辺
の
住
宅
開
発
で

は
20
万
円
以
上
で
販
売
し
て
い
る
。
令
和
元

年
５
月
28
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、
住
民
負

担
が
発
生
し
て
も
計
画
ど
お
り
事
業
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
。

箸
尾
準
工
業
地
域
造
成

事
業
を
問
う

山
村
町
長

問

問

山
村
町
長

吉
よ し だ

田　信
の ぶ ひ ろ

弘

①
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
に
つ
い
て
栽
帯
を
撤

去
し
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
工
し
て
い
く
。

②
交
通
対
策
協
議
会
で
も
指
摘
が
あ
り
、
馬
見

南
１
丁
目
自
治
会
と
相
談
し
樹
木
の
撤
去
は

終
わ
っ
て
い
る
。

③
停
止
線
や
止
ま
れ
の
文
字
、
横
断
歩
道
な
ど

の
標
示
は
、
奈

良
県
公
安
委
員

会
の
管
轄
と
な

り
香
芝
警
察
署

で
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。
補

修
予
算
は
す
で

に
要
望
済
と
の

こ
と
。

　

事
業
費
の
35
億
円
に
は
約
３
億
円
の
公
共
施

設
整
備
費
が
含
ま
れ
る
。
実
質
的
に
は
事
業
収

支
の
均
衡
が
図
れ
る
。
本
議
会
の
議
案
と
し
て

調
査
費
の
補
正
予
算
を
提
案
。
こ
の
調
査
費
に

よ
り
、
土
地
の
買
収
価
格
や
売
却
価
格
に
つ
い

て
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
て
適
正
価

格
を
算
定
し
、
事
業
計
画
の
具
体
化
を
は
か
る

予
定
。
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ご
指
摘
の
１
才
か
ら
３
才
位
の
幼
児
を
安
心

し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
遊
具
は
非
常
に

少
な
い
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

今
後
、
更
新
時
に
幼
児
用
遊
具
の
導
入
の
際

に
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
幼
児
ゾ
ー
ン
の

設
定
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
設
置
等
、
保
護

者
が
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

広陵町議会だより　106 号

　
　

娘
が
広
陵
町
は
予
防
接
種
の
後
進
地

と
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
言
わ
れ
た
と
言
っ

て
き
た
。
母
子
手
帳
の
記
載
に
従
っ
て
接
種

し
て
い
る
が
、
お
た
ふ
く
風
邪
は
有
料
と
の

こ
と
。
広
陵
町
は
、
子
育
て
支
援
の
先
進
地

と
娘
に
言
っ
て
き
た
が
、
違
う
と
気
づ
い

た
。
厚
生
労
働
省
の
見
解
も
定
期
、
任
意
の

接
種
は
受
け
る
べ
き
と
の
指
導
で
あ
る
。
お

た
ふ
く
風
邪
に
限
っ
て
は
副
作
用
が
現
れ

る
確
率
よ
り
、
未
接
種
の
場
合
は
約
百
倍
と

い
わ
れ
て
い
る
。
西
和
７
町
の
無
償
化
が
進

む
な
か
、
町
も
無
償
化
に
向
け
て
子
育
て
支

援
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
移
住
、
定
住

の
施
策
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

孫
の
世
話
で
町
内
の
公
園
に
行
く
が
、

幼
児
を
遊
ば
せ
る
環
境
が
な
い
と
思
わ
れ

る
。
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
現
公
園
に
幼

児
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
。（
ブ
ラ
ン
コ
の
台

座
の
変
更
や
人
工
マ
ッ
ト
の
設
置
、
柵
等
）

広
陵
町
は
予
防
接
種
後
進

地
な
の
か

幼
児
が
利
用
で
き
る
公
園

整
備
を

問

問
山
村
町
長

山
村
町
長

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
免
疫
が
つ
く
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
一
定
の
割
合
で
副
作
用
が

坂
さ か の

野　佳
よ し ひ ろ

宏

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
任
意
接
種
は
保
護
者
の

方
が
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
共
に
副
作
用
の
恐
れ
を
理

解
し
た
上
で
判
断
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
任

意
接
種
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
重
症
化
が
予
防
で

き
医
療
費
の
軽
減
や
病
児
の
家
族
介
護
負
担
が
軽
減

で
き
る
こ
と
で
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
費
で
負
担
し
、
推
奨

し
て
い
く
た
め
に
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
実
施

す
べ
き
定
期
接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

町
と
し
て
国
の
動
向
を
注
視
し
、
他
市
町
村
に
左
右

さ
れ
ず
、
行
政
と
し
て
心
配
な
く
推
奨
で
き
る
と
判

断
し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
る
。
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子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
保
護
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
制
度
は
承

知
し
て
い
る
が
、
本
町
の
福
祉
医
療
費
を
鑑
み

た
と
こ
ろ
町
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

広陵町議会だより　106 号

　
　

新
興
住
宅
が
増
え
児
童
生
徒
の
増
加

で
狭
い
通
学
路
で
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
通
り
危
険
。
ゾ
ー
ン
30
や
時
間
交
通
規
制

な
ど
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
保
育
所
前
の
交

差
点
な
ど
で
車
止
め
や
ポ
ー
ル
な
ど
の
設

置
、
ま
た
町
内
の
交
差
点
の
点
検
や
通
学

路
の
安
全
対
策
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

問

　
　

給
食
費
は
値
上
げ
を
し
、
そ
の
時
に

多
子
世
帯
へ
の
支
援
を
す
る
と
教
育
長
は

以
前
答
弁
さ
れ
た
が
、
値
上
げ
な
ど
と
ん

で
も
な
い
。
増
税
や
食
料
品
の
値
上
が
り

な
ど
で
家
計
は
大
変
な
状
況
。
値
上
げ
し

な
く
て
よ
い
方
法
を
検
討
す
べ
き
。
地
産

地
消
を
進
め
て
北
海
道
な
ど
遠
隔
地
か
ら

仕
入
れ
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
運
搬
コ

ス
ト
を
下
げ
て
は
。

問

　
　

摂
津
市
は
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
18

歳
ま
で
の
通
院
・
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を

無
料
に
し
、
22
歳
ま
で
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

大
学
生
な
ど
も
無
料
化
を
実
施
。
す
で
に
府

内
で
は
4
市
3
町
が
実
施
済
み
。
手
を
打
た

な
け
れ
ば
遅
れ
を
と
る
と
踏
み
切
る
。
無
料

化
の
後
で
も
安
易
な
受
診
は
な
い
。
助
け
た

人
が
将
来
税
金
を
納
め
返
し
て
く
れ
る
。

問

歩
行
者
及
び
通
学
路
、

通
園
路
の
安
全
確
保
を

給
食
費
値
上
げ
は
や
め
て

子
育
て
支
援
で
無
償
化
に

子
ど
も
医
療
費
を
高
校
生

ま
で
拡
充
を

山
村
町
長

山
や ま

田
だ

美
み

津
つ

代
よ

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長

　

ゾ
ー
ン
30
や
時
間
交
通
規
制
な
ど
は
地
域
の

確
認
も
必
要
な
の
で
関
係
機
関
と
協
議
し
て
検

討
し
て
い
く
。
通
学
路
合
同
点
検
を
警
察
と
学

校
管
理
者
や
関
係
者
が
行
っ
て
い
る
が
必
要
な

と
こ
ろ
は
車
止
め
や
ポ
ー
ル
な
ど
安
全
対
策
に

努
め
た
い
。

　

給
食
費
は
全
額
を
賄
材
料
費
に
充
て
て
い
て

運
営
上
厳
し
い
。
保
護
者
に
は
相
応
の
負
担
を

お
願
い
す
る
。
町
内
農
業
者
の
委
託
栽
培
は
、

短
期
間
な
ら
可
能
で
も
安
定
さ
せ
る
の
は
困
難
。

　

食
育
と
し
て
地
産
地
消
は
重
要
な
の
で
可
能

な
限
り
取
り
入
れ
る
。

○
元
気
号
改
定
で
高
齢
者

の
免
許
証
返
納
が
増
え

る
か
。

そ
の
他
の

質
問
事
項



13

① 

県
内
で
も
有
数
の
本
町
図
書
館
は
町
の
情
報
拠

点
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
頂
い
て
い
る
。

　

今
後
も
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く

学
習
の
場
、
子
育
て
支
援
の
場
・
世
代
間
交

流
の
場
、
さ
ら
に
は
観
光
拠
点
や
町
の
魅
力

発
信
の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
図
書
館
を
目

指
し
た
い
。

②
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た

本
の
中
か
ら
、
一
番
読
み
た
い
本
を
決
め
る

と
い
う
「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
、
本
を
通

し
て
人
を
知
る
」
と
言
わ
れ
人
と
人
が
お
互

い
の
こ
と
を
わ
か
り
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り
有
意
義
と
考
え
て
い

る
。
今
後
研
究
検
討
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

広陵町議会だより　106 号

　
　
　
　

①
今
後
、
本
町
が
目
指
す
図
書
館
の
役
割
に

対
す
る
所
見
を
問
う
。

②
新
た
な
読
書
の
楽
し
み
方
と
し
て
、
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催
す
る
考
え
は
。

問

学
校
図
書
に
つ
い
て

笹
さ さ い

井　由
よ し あ き

明

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長

○
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の

質
問
事
項

　
　①

学
校
図
書
館
図
書
標
準
に
係
る
各
学
校

蔵
書
冊
数
の
充
足
率
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

②
学
校
図
書
教
諭
の
配
置
の
現
状
及
び
取

組
を
問
う
。

③
学
校
図
書
館
図
書
整
備
５
カ
年
計
画
で

は
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
措
置
が
図

ら
れ
て
い
る
。
算
入
額
に
対
し
ど
の
程

度
の
予
算
化
を
さ
れ
て
い
る
か
。

④
今
後
の
図
書
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て

所
見
を
問
う
。

問
①
全
学
級
数
１
２
４
教
室
の
標
準
冊
数
７
６
，

５
２
０
冊
に
対
し
、
蔵
書
冊
数
８
０
，
４
０

４
冊
で
充
足
率
は
１
０
５
％
と
な
り
、
全
国

平
均
60
・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
充

実
し
て
い
る
。

②
各
校
に
は
教
員
免
許
及
び
司
書
教
諭
免
許
を

所
有
し
た
教
諭
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
立
図
書
館
か
ら
、
司
書
資
格
を
有
す
る
支

援
ス
タ
ッ
フ
の
配
属
も
し
て
い
る
。

③
平
成
29
年
度
以
降
約
９
０
０
万
円
の
交
付
税

算
入
が
あ
る
。
各
学
校
規
模
に
応
じ
図
書
や

教
材
備
品
な
ど
の
費
用
に
充
当
し
て
い
る
。

④
年
１
回
で
は
あ
る
が
、
関
係
者
に
よ
る
連
絡

会
を
開
催
し
、
現
状
と
課
題
を
提
起
し
な
が

ら
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
図
書
館
で
の
蔵
書
本
を
各
学

校
で
も
有
効
利
用
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。
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実
現
を
目
指
す
。
企
業
訪
問
で
は
町
内
外
共
で
８

社
に
は
進
出
に
強
い
意
向
を
受
け
た
。
女
性
企
業

者
等
の
支
援
と
し
て
指
定
管
理
者
の
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
施
設
を
活
用
さ
せ
、
町
は
ソ
フ
ト
面
で
も
支
援

す
る
。

③
観
光
資
源
を
組
み
合
せ
、
葛
城
地
域
観
光
協
議
会
と

連
携
し
Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
誘
致
に
努
め
る
。

　

北
幼
稚
園
跡
地
は
応
募
企
業
と
本
町
希
望
の
観
光
と

憩
い
の
ゾ
ー
ン
を
提
示
し
協
議
し
て
年
内
に
売
却

契
約
を
目
指
し
た
い
。

住
ん
で
よ
し 
仕
事
し
て
よ
し

訪
れ
て
よ
し 
の
広
陵
町

広陵町議会だより　106 号

青
あ お き

木　義
よ し か つ

勝

　
　①

「
住
ん
で
よ
し
」

　

 

住
み
続
け
た
い
の
回
答
割
合
は
。

　

 

本
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
郷
土
愛
が
あ
り

転
出
の
子
供
は
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
が
あ
る
が
、

転
入
者
は
シ
ビ
ア
で
期
待
外
れ
の
場
合
は
逆

宣
伝
さ
れ
、
良
い
場
合
は
知
人
ら
に
転
入
勧

誘
さ
れ
る
。
双
方
の
現
象
を
分
析
す
れ
ば
本

町
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
る
の
で
は
。

②
「
仕
事
し
て
よ
し
」

　

 

過
去
は
織
物
靴
下
産
業
が
隆
盛
で
好
景
気

だ
っ
た
が
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
で
企
業

も
雇
用
も
減
少
状
況
で
あ
る
。
打
開
策
と
し

て
未
活
用
の
準
工
地
域
、
特
に
即
実
施
可
能

な
箸
尾
準
工
地
で
の
企
業
誘
致
の
実
現
で
法

人
事
業
税
と
経
済
波
及
効
果
で
税
収
増
を
計

り
、
今
後
他
の
事
業
費
の
支
出
に
備
え
る
べ

き
。
町
内
企
業
が
事
業
拡
大
の
た
め
に
町
外

転
出
す
れ
ば
多
額
の
税
収
減
と
な
る
の
で
、

箸
尾
準
工
地
に
移
転
を
促
す
べ
き
。
訪
問
企

業
の
応
募
の
状
況
は
。

　

 

女
性
起
業
者
等
の
勧
誘
と
育
成
手
段
の
支
援

体
制
は
。

③
「
訪
れ
て
よ
し
」

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
に
対
す
る
当
局

で
の
協
議
内
容
結
果
は
。

　

 

北
幼
稚
園
跡
地
の
観
光
的
活
用
を
提
案
し
た

説
明
を
。

問

理
事
者

①
約
74
％
で
あ
る
。
こ
の
割
合
の

拡
大
に
努
め
る
。

②
地
場
産
業
の
再
興
と
地
元
雇
用

を
生
み
出
す
優
良
企
業
の
誘
致

が
不
可
欠
で
企
業
進
出
先
と
し

て
箸
尾
準
工
地
域
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。地
理
的
に
西
名
阪
・

京
奈
和
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
誘
致

▲幼稚園跡地「憩いのゾーン」に
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終
活
準
備
と
遺
族
負
担

軽
減
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
私
有
地
の
電
柱
に
信
号
機
を
設
置
し
て
い
る
た
め
、

土
地
所
有
者
の
希
望
と
な
っ
て
い
る
。
警
察
署
と
土

地
所
有
者
と
協
議
し
可
能
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
に

す
る
。

②
役
場
前
に
限
ら
ず
交
差
点
の
交
通
安
全
施
設
に
つ
い

て
は
道
路
管
理
者
と
協
議
を
し
て
設
置
検
討
を
す
る
。

③
東
小
学
校
の
校
長
に
は
、
役
場
の
所
ま
で
と
い
う
話

を
申
し
入
れ
て
い
る
が
、
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
力
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

広陵町議会だより　106 号

問

問

　

 ①
終
活
準
備
と
し
て
、
広
陵
町
に
お
い
て
も

『
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
』

を
立
ち
上
げ
支
援
す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
広
陵
町
の
住
民
の
方
が
亡
く
な
り
、
広
陵
町

営
斎
場
で
葬
儀
を
す
る
場
合
、
申
請
者
（
喪

主
）が
町
外
の
場
合
、
料
金
は
町
外
料
金
と

な
り
高
く
な
る
。
お
か
し
い
で
は
な
い
か
。

　
　

役
場
前
の
5
差
路
に
つ
い
て
伺
う
。

①
信
号
機
の
設
置
位
置
が
高
く
、
小
さ
な
子

供
に
は
見
え
に
く
い
。

②
ポ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
子
供
は
下
校
時
、
先
生
と
一
緒
に
パ
チ
ン

コ
屋
付
近
ま
で
帰
っ
て
く
る
。
も
う
少
し

先
の
役
場
前
の
信
号
機
を
渡
る
ま
で
見

守
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は

一
人
暮
ら
し
で
身
寄
り
が
な
く
、
生
活
に
ゆ
と

り
が
な
い
高
齢
等
の
町
民
の
方
の
葬
儀
・
納
骨

な
ど
に
関
す
る
心
配
事
を
、
早
め
に
解
決
し
、

生
き
生
き
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
事
業

で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
協
力
す
る
葬
儀
社
等
が

連
携
し
、
心
配
事
の
解
決
を
支
援
す
る
。

理
事
者

理
事
者

②
変
更
す
る
。

①
で
き
る
だ
け
早
く
、
延
命
治
療
意
思
と
い
っ
た

こ
と
も
組
み
込
ん
で
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

吉
よ し む ら

村眞
ま ゆ み

弓美

　
　

校
区
に
つ
い
て
、
物
理
的
に
近
い
学

校
に
通
え
な
い
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
各
地

で
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
議
員
か
ら
も
毎

年
の
よ
う
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
選
択
制
導
入
も
含
め
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

問 校
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

植
村
教
育
長

　

選
択
制
と
い
う
も
の
が
私
と
し
て
は
良
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
は
あ
ち
ら
で
、
こ
ど

も
会
は
こ
ち
ら
と
い
っ
た
問
題
等
が
あ
り
、
ク

リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
辺
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。
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確
か
な
学
力
の
育
成
に

向
け
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

広陵町議会だより　106 号

　
　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
関
係
す
る
交
通

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
交

通
安
全
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

①
本
町
に
お
け
る
高
齢
者
自
動
車
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
件
数
の
推
移

②
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
数
の

状
況

③
運
転
免
許
証
自
主
返
納
後
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

広
陵
町
第
４
次
総
合
計
画
の
中
で
、
学

校
教
育
の
充
実
と
し
て
、「
確
か
な
学
力
の

育
成
に
向
け(

略)

児
童
・
生
徒
の
実
態
や

課
題
に
応
じ
た
指
導
方
法
・
教
育
内
容
の
工

夫
・
改
善
を
図
り
ま
す
」
と
あ
る
が
、
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

山
や ま む ら

村美
み さ こ

咲子

問

植
村
教
育
長　

理
事
者

①
事
故
件
数
は
平
成
29
年
３
６
０
件
、
平
成
30
年

３
４
７
件
で
13
件
減
少
。
人
身
事
故
は
平
成
29

年
42
件
、
平
成
30
年
52
件
で
10
件
増
加
。

②
平
成
30
年
中
に
１
０
２
名
自
主
返
納
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
9
月
か
ら
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
者
支
援
事
業(

広
陵
元
気
号
乗
車
券
5
千

円
分
か
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
5
千
円
分
ど
ち
ら

か
１
回
支
給)

を
実
施
。
６
月
１
日
現
在
51
名

に
支
援
。

③
公
共
交
通
及
び
福
祉
施
策
の
観
点
の
両
側
面
か

ら
総
合
的
に
取
り
組
み
、
安
全
で
利
便
性
の
高

い
交
通
手
段
の
確
保
に
努
め
る
。

　

日
々
の
授
業
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
目
標
と
し
た
授
業

改
善
を
推
進
す
る
た
め
、「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ

ン
」
を
示
し
、
教
育
委
員
会
が
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
全
国
調
査
の
結
果
等
を
分

析
し
、
課
題
の
把
握
に
努
め
授
業
改
善
に
活
か
す

と
と
も
に
、
各
校
独
自
の
「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ

ン
」
の
策
定
と
学
校
間
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
学
力
の
現
状
を
分
析
す
る
と
、
町
全
体

で
は
全
国
・
県
平
均
程
度
だ
が
、
学
校
間
格
差
が

大
き
い
。
ま
た
、
学
力
面
だ
け
で
な
く
学
習
意
欲
、

家
庭
学
習
の
面
に
お
い
て
二
極
化
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
「
放
課
後
広
陵
塾
」
を
東

小
学
校
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、「
家
庭
学
習
の

手
引
き
」
を
提
示
し
、
家
庭
学
習
習
慣
の
確
立
を

目
指
す
。

　

日
々
の
授
業
改
善
と
家
庭
学
習
の
啓
発
の
両
輪

を
も
っ
て
「
確
か
な
学
力
」
を
つ
け
る
。
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広
陵
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

　
　①

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
か
。

　

介
護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
と
分
け
て
答

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

②
虐
待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
あ
る
か
。

　

同
性
介
護
、
複
数
対
応
な
ど
具
体
的
な

対
策
は
。

広陵町議会だより　106 号

問
①
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
際
に
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
契
約
、
そ
の
方
に
応
じ
た
介
護
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
る
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
施
設
と
の
調
整
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
と
な
る
。

　

介
護
保
険
運
営
基
準
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
の
苦
情
は
利
用
者
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
な
か
に
は
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、

町
が
介
入
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
現
時
点
で

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
時
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
事
業
者

か
ら
町
に
事
故
報
告
が
あ
る
。

　

平
成
30
年
度
の
報
告
は
21
件
で
あ
る
。

②
虐
待
の
報
告
は
な
い
。
ま
た
、
介
護
士
に
対

し
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
報
告
も
な
い
。

　

ま
た
そ
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は

担
当
員
を
代
え
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い

く
。

　

今
後
と
も
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

ま
た
発
生
し
た
際
に
は
す
み
や
か
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
事
業
所
と
連
携
し
て
い
く
。

濵
は ま

野
の

　直
な お

美
み

山
村
町
長
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　再審は、無辜が救済される最後の砦です。罪を犯していない人が、犯罪者として法による制裁を受ける、冤罪。それは人生を破壊し、
人格を否定すると同時に、法制度自体の正当性を失わせるものです。冤罪はあってはならないと、誰しも認めることでありながら後
をたちません。
　2010 年、足利事件に始まり、布川事件、東電ＯＬ事件から、2016 年、東住吉事件に至るまで、無期という重罰事件の再審無
罪が続きました。また 2014 年には、袴田巌さんが４７年ぶりに死刑囚監房から解放されるという歴史的な出来事がありました。
　しかし、これら事件で再審開始が認められて無罪となる過程では、つねに検察による甚大な妨害が立ちはだかっていました。
　その大きな壁の一つは、検察が捜査で集めた証拠を隠匿し、証拠を開示しないことです。再審請求では、無実を主張する請求人と
弁護側から、新規・明白な無罪証拠を提出することが求められます。ところが、証拠のほとんどは強制捜査権をもつ警察・検察の手
にあるだけでなく、当事者主義の名の下に、それらは開示する義務はないとされ、しばしば無罪証拠が隠されたまま、有罪が確定す
る事例が後を絶ちません。
　無罪となった再審事件で、「新証拠」の多くが、実は当初から検察が隠し持っていたものであった事実には、心が凍る恐怖を覚えます。
無罪証拠が当初から開示されていたら、冤罪は生まれず、当事者の人生は全く別のものとなっていたからです。
　通常審では、公判前整理手続きを通じて、不十分ながらも一定の要件で証拠開示が制度化されました。しかし再審における証拠開
示には、何一つルールがありません。その結果、証拠が開示されるか否かは裁判官の個別判断や検察官の任意に委ねられることとなり、
法の下の平等原則さえも踏みにじられています。
　次に大きな壁は、再審開始決定に対する検察による不服申立て（上訴）が許されていることです。大崎事件の原口アヤ子さん（90
歳を超えました）は、検察の即時抗告に続き特別抗告により、再審が未だ実現されていません。袴田事件は検察の即時抗告によって
再審開始決定が取り消され、再審請求審が無用に長期化しています。名張毒ぶどう酒事件の奥西勝さんにいたっては、1964 年一審
無罪判決、2005 年再審開始決定を得ながら、検察の控訴、異議申立てにより、89 歳で無念の獄死をとげられました。公益の代表
者という検察官の法的地位からしても、裁判所の決定にいたずらに逆らい、こうした悲劇をくり返すことには、法的な制限を加える
必要があることは明確です。
　このように、再審における証拠開示制度の確立、検察官の上訴制限が、無辜の救済のための焦眉の課題です。
　現行の刑訴法の再審の規定は、日本国憲法 39 条を受けて不利益再審の規定を削除しただけで、大正時代の旧刑訴法のままです。
現行の再審規定のルーツである職権主義のドイツもすでに 50 年以上前に再審開始決定に対する検察上訴を禁止しています。
　また、証拠開示については、2016 年の刑事訴訟法の「改正」の附則において、「政府は、この法律の公布後、必要に応じ、速やかに、
再審請求審における証拠の開示」について検討をおこなうとしており、政府はこれをふまえ、証拠開示の制度化をおこなうことが求
められています。
　無辜の者を誤った裁判から迅速に救済するために、いまこそ次の点について「再審法（刑事訴訟法再審規定）」の改正を行うこと
を要請します。

記
１　再審における検察手持ち証拠の全面開示のルール作り

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

　　令和元年 6 月 21 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会
　内閣総理大臣　　　安倍　晋三　様
　法 務 大 臣　　　山下　貴司　様

　広陵町ふるさと会館グリーンパレス（広陵町働く婦人の家）及びはしお元気村の施設運営については、従前からの課題であり、こ
の度の指定管理者の指定については一歩前進したことと評価いたします。
　しかしながら、指定管理者制度を導入する目的は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するために必要があると認められるとき
に、民間のノウハウを活用しつつ、サービスの向上と経費の節減等を図ることにあります。
　そうした観点で事業内容を見るならば、指定管理者選定委員会の意見にもあるように、指定管理者となる広陵いきいきプロジェク
トからの事業計画にあっては、民間事業者のノウハウが発揮された事業内容とはなっていません。
　よって本町においては、評価の実施により、制度運用面でのＰＤＣＡサイクルを確立し、町民ニーズを反映した施設となるよう、
下記の事項について、取り組むことを強く要望いたします。

記
１　指定管理者制度導入施設におけるモニタリング・評価マニュアルの策定
２　モニタリング・評価の枠組みの明確化
　　モニタリング・評価の対象や手法等について、必要な項目や提出するデータなどの枠組みをあらかじめ設計し、町・指定管理者 
　　双方で事前に確認・合意できるよう協定書に明記し、明確化すること。
　　(1) 業務の履行確認
　　(2) サービスの質的評価　
　　(3) 指定管理者の業務遂行能力（財務等）
　　(4) 年度業務報告の提出
　　(5) 行政との定例会議等
３　サウンディングの実施方法、その結果の活用方法、民間事業者から幅広く意見・アイデアを聞く官民対話の方法など、即戦力と
　　なる研修を実施すること。
４　新たな事業が計画された場合は費用対効果を十分に検討し決定すること。

　以上、決議する。

　　令和元年６月２１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

議員提出議案第9号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書

議員提出議案第8号 議案第40号「指定管理者の指定について」に対する附帯決議
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　今、地方自治体に働く臨時・非常勤職員は全国で 65 万人を超え、臨時・非常勤職員なしには自治体行政は 1 日たりとも運営でき
ないと言っても過言ではありません。 
　2017 年 5 月に会計年度任用職員制度の導入を柱とする地方公務員法および地方自治法が改正され、2020 年 4 月に施行されま
す。会計年度任用職員とは、会計年度を超えない範囲内で置かれる非常勤職員のことで、任期は最長 1 年、再度の任用は可能とし、
任用するか否かは自治体の判断に委ねられます。勤務時間によりフルタイムと短時間勤務の２タイプを設け、給料・報酬や手当で待
遇を差別することができるほか、服務の宣誓・守秘義務など、常勤職員と同じ規律が求められます。 
　民間企業に働く非正規雇用労働者では、2018 年４月から労働契約法第 18 条に基づく無期雇用への転換請求が始まっています。
一方で、公務に働く臨時・非常勤職員には労働契約法は適用されず「いつまでも非正規、いつでも雇い止め可能」という状態に置か
れています。これは 2020 年の改正地方公務員法および地方自治法施行後も変わるものではありません。 
　いま地方自治体では、業務全般にわたりアウトソーシング・民間委託がすすめられていますが、法施行を機会に一気にこれが進み、
職員の中に蓄積された知識や経験が継続されなくなる懸念があります。また、一時金が「支給できる」とされた点が注目されていま
すが、あくまでも自治体判断であり、法施行を機会に賃金・労働条件の引き下げがなされることも懸念されます。 
　政府におかれましては、法の施行にあたり、住民の安全・安心を守り、公務公共サービスの拡充・向上と、自治体の臨時・非常勤
職員の身分の安定、地位向上をはかるため、次の項目について実現するよう求めます。

記
１　臨時・非常勤職員の給与等の勤務条件の改善に必要な新たな地方自治体の財源を確保すること。
２　「任期の定めのない常勤職員を中心とした公務運営」の原則を堅持するよう努めること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

　　令和元年６月２１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会
　衆 議 院 議 長　　　大島　理森　様
　参 議 院 議 長　　　伊達　忠一　様
　内閣総理大臣　　　安倍　晋三　様
　内閣官房長官　　　菅　　義偉　様
　総 務 大 臣　　　石田　真敏　様

　暴力を振るう、食事を与えない等の行為によって保護者が我が子を死に追いやるといった深刻な児童虐待事件が相次いでいます。
こうした事態を防ぐため、国は虐待の発生防止、早期発見に向けた対応を行ってきましたが、悲惨な児童虐待は依然として発生し続
けています。
　特に、昨年 3 月の東京都目黒区での女児虐待死事件を受け、政府は同 7 月に緊急総合対策を取りまとめ、児童相談所の体制強化
などを図る法改正案を今国会に提出することになっていました。その直前の今年 1 月、野田市で再び痛ましい虐待死事件が発生。児
童相談所も学校も教育委員会も、警察も把握していながら、なぜ救えなかったのか。悔やまれてなりません。
　今国会に提出された児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法等改正案の早期成立を求めるとともに、下記の事項につき、
取り組みの推進を強く求めます。

記
１　「しつけによる体罰は要らない」という認識を社会全体で共有できるよう周知啓発に努めるとともに、法施行後必要な検討を進
　　めるとしている民法上の懲戒権や子どもの権利擁護の在り方についても速やかに結論を出すこと。
２　学校における虐待防止体制の構築や警察との連携強化、スクールソーシャルワーカーやスクールロイヤー配置のための財政的支
　　援を行うこと。
３　虐待防止のための情報共有システムを全ての都道府県・市町村で速やかに構築ができるよう対策を講じるとともに、全国統一の
　　運用ルールや基準を国において速やかに　定めること。
４　児童相談所とＤＶ被害者支援を行う婦人相談所等との連携を強化し、児童虐待とＤＶの双方から親子を守る体制強化を進めると
　　ともに、児童相談所の大幅な人員増加など体制整備や妊娠・出産から子育てまで切れ目のない支援を行う日本版ネウボラの設置
　　推進を図ること。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

　　令和元年６月２１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会
　衆 議 院 議 長　　　大島　理森　様
　参 議 院 議 長　　　伊達　忠一　様
　内閣総理大臣　　　安倍　晋三　様
　内閣官房長官　　　菅　　義偉　様
　厚生労働大臣　　　根本　　匠　様
　文部科学大臣　　　柴山　昌彦　様
　法 務 大 臣　　　山下　貴司　様
　国家公安委員会委員長　山本　順三　様

議員提出議案第10号 自治体臨時・非常勤職員の地位・待遇改善を求める意見書

議員提出議案第11号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
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総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
『
令
和
元
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）』

○
箸
尾
準
工
造
成
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

す
で
に
土
地
を
買
わ
れ
る
企
業
が
決
定
し
て
い
る
の
か
？
ま
た
、
地
域
住

民
へ
の
説
明
も
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

　
　
　

強
く
希
望
さ
れ
る
企
業
が
８
社
あ
り
、
希
望
面
積
が
２
７
，
５
０
０
坪
に

な
る
こ
と
か
ら
、
今
が
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
関
係
者
に
は
、

今
後
説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

土
地
開
発
公
社
が
、
約
31
億
３
，
０
０
０
万
円
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
担
保
は
ど
う
な
る
の
か
？

　
　
　

町
が
金
融
機
関
に
対
し
債
務
の
保
証
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

土
地
所
有
者
が
組
合
を
結
成
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
進
め
、
町

が
援
助
す
る
手
法
が
良
い
の
で
は
？

　
　
　

現
状
、
再
開
発
の
要
素
が
強
い
事
業
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今
の
手

法
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
み
町
で
行
い
、
事
業
地
に
つ
い
て
は
民
民
で
協

議
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
考
え
る
。

代表者

　
　
　
　
　
　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

○
今
回
対
象
の
施
設
２
ヶ
所

　
　
　

利
用
料
の
引
き
上
げ
を
業
者
が
行
お
う
と
し
た
場
合
の

対
応
は
？

　
　
　

各
施
設
と
も
使
用
料
の
上
限
を
町
の
条
例
で
定
め
て
い
る

た
め
、
業
者
が
勝
手
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　

該
当
の
施
設
に
現
在
町
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
が
、

そ
の
方
々
の
今
後
の
対
応
は
？

　
　
　

職
員
は
継
続
雇
用
で
あ
り
、
人
件
費
に
関
し
て
は
す
べ

て
委
託
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。

代表者

委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓
　第２回定例会（６月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された８件について審
査を行いました。その主な内容と結果をお知らせします。

原
案　

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

議
案
第
38
号

議
案
第
40
号

原
案　

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
の
対
象
や
手
法
に
つ
い
て
、
必
要
な
項

目
や
提
出
す
る
デ
ー
タ
な
ど
の
枠
組
み
を
あ
ら
か
じ
め
設
計
し
、

町
・
指
定
管
理
者
双
方
で
事
前
に
確
認
・
合
意
で
き
る
よ
う
協
定

書
に
明
記
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
等
を
要
望
す
る
附
帯
決
議
案
を

提
出　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

箸
尾
準
工
造
成
事
業
に
係
る
、
委
託
料
８
，
５
０
０
万
円
の
全
額
を
削
除
す
る
修

正
案
提
出　
　
　

賛
成
少
数
で
否
決

▲はしお元気村

▲グリーンパレス

原
案　

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

　
　
　

し
ま
し
た



広陵町議会だより　106 号

21

子育てネットなら ＆ 広陵町ボランティアグループ　登録

地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第 5回

町内で活動している団体やサークル
を紹介します。（活動団体は、営利活
動を目的としない公共性・公益性が高
いボランティア的な団体を掲載して
います。）

1 人で悩まずみんなで子育てを楽しもう！と 2009 年 9 月発足。
　乳幼児期にたっぷり身体を動かして遊び、親子のスキンシップも大切にしながら、子育てを楽し
めたらと発足しました。現在は９か月から３歳になる子どもたち 11 名 (9 組 ) の親子が参加。元教
師や保育士など、孫育て中のサポーターと一緒に遊んでいます。

毎週金曜日の午前中に活動しています。
　キーボードの音楽に合わせてトンボやキリン、カエル、汽車になって走り回ったり、“なべなべそ
こぬけ”のようなわらべうた遊びや、ふれあい遊びも楽しんでいます。
　絵本を読んでもらうのも大好きな子どもたち。親子クッキングも楽しみの一つです。季節の遊び
として、片栗粉粘土や簡単な製作（鯉のぼり、七夕、クリスマス会のプレゼント袋など）も親子で
します。気候の良い 5 月は馬見丘陵公園へお弁当を持って出かけたり、畑を提供していただき、芋
ほりを楽しんだり・・・そして家族のみんなにも参加してもらえたらと始めたデイキャンプ。今年
もＢＢＱや水遊びなど今から楽しみです。

お母さんたちの繋がりの場として
　毎年 3 月は、何人かが保育園や幼稚園へと巣だっていき、とても淋しくなりますが、子どもたち
の成長を見守っていきたいと思います。また、同年齢の子どもを持つお母さんたちの息抜きの場に
もなればいいなと思っています。

親子リズム　スィートピー

　
　
　
　
　
　
　
『
令
和
元
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）』

○
箸
尾
準
工
造
成
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

す
で
に
土
地
を
買
わ
れ
る
企
業
が
決
定
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て
い
る
の
か
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ま
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民
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の
説
明
も
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

　
　
　

強
く
希
望
さ
れ
る
企
業
が
８
社
あ
り
、
希
望
面
積
が
２
７
，
５
０
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坪
に

な
る
こ
と
か
ら
、
今
が
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
関
係
者
に
は
、

今
後
説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

土
地
開
発
公
社
が
、
約
31
億
３
，
０
０
０
万
円
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
担
保
は
ど
う
な
る
の
か
？

　
　
　

町
が
金
融
機
関
に
対
し
債
務
の
保
証
を
す
る
こ
と
に
な
る
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土
地
所
有
者
が
組
合
を
結
成
し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
進
め
、
町

が
援
助
す
る
手
法
が
良
い
の
で
は
？

　
　
　

現
状
、
再
開
発
の
要
素
が
強
い
事
業
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今
の
手

法
が
最
善
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
み
町
で
行
い
、
事
業
地
に
つ
い
て
は
民
民
で
協

議
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
考
え
る
。

代表者

　
　
　
　
　
　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

○
今
回
対
象
の
施
設
２
ヶ
所

　
　
　

利
用
料
の
引
き
上
げ
を
業
者
が
行
お
う
と
し
た
場
合
の

対
応
は
？

　
　
　

各
施
設
と
も
使
用
料
の
上
限
を
町
の
条
例
で
定
め
て
い
る

た
め
、
業
者
が
勝
手
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　

該
当
の
施
設
に
現
在
町
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
が
、

そ
の
方
々
の
今
後
の
対
応
は
？

　
　
　

職
員
は
継
続
雇
用
で
あ
り
、
人
件
費
に
関
し
て
は
す
べ

て
委
託
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。

代表者

寺井　真知子 090-3287-0781連絡先
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昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
年
は
梅
雨
入
り
が
過
去
最
も
遅

く
、
６
月
26
日
頃
と
な
り
ま
し
た
。

年
々
梅
雨
の
時
期
が
遅
く
、
期
間
が

長
期
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発
生
な
ど
も
増

え
て
い
る
た
め
、
災
害
に
対
し
て
の

備
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
、
防
災
訓
練
の
実
施
な

ど
を
強
化
す
る
こ
と
で
未
然
に
防
ぎ
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
、
災
害
に
強
い

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
議
会

と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

副
委
員
長

委　
　
員

委　
　
員　

委　
　
員

委　
　
員　

谷　
　

禎
一

濵
野　

直
美

吉
田　

信
弘

山
田
美
津
代

山
村
美
咲
子

笹
井　
由
明

５
月９

日　
第
13
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

13
日　
議
員
懇
談
会

28
日　
全
員
協
議
会

　
　3

日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
第
２
回
定
例
会
（
初
日
）

13
日　
第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

14
日　
第
２
回
定
例
会
（
３
日
目
）

17
日　
第
２
回
定
例
会
（
４
日
目
）

18
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
２
回
定
例
会
（
最
終
日
）

25
日　
第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

26
日　
第
14
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

9
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

16
日　
第
３
回
広
報
編
集
委
員
会
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議
会
日
誌

編
集
後
記

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

7
月

6
月

議会からのお願い
　議会だより取材のため、腕章
を着用した議員または事務局員
が写真撮影に伺うことがござい
ます。その際は、どうかご理解
とご協力をお願いいたします。

広陵北かぐやこども園七夕飾り付け

広
陵
町
　
議
会
だ
よ
り 

No.
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635-8515 奈
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郷
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地
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